
標準⽤語集導⼊による医療現場でのガイドライン利活⽤促進に向けた 

シミュレーション⼿法の検討

⽬的 
国内標準⽤語集案が策定された際に、１つのユースケースとして診療ガイドラインの利⽤
促進への活⽤案について研究班にて議論検討を⾏った。 

結果とまとめ 
1-1. 概要

⽇常診療において診療ガイドラインを参照するというユースケースは少なくない。例と
して、医師が、特に専⾨分野ではない疾患や病態に関連した治療⾏為の決定などの判断を
⾏わないといけない場合、診療のたびに診療ガイドラインをインターネット上で検索する
⾏為が必要となる。 

 ⼀⽅、国内では 2002 年度より厚⽣労働科学研究補助⾦事業としてスタートし、2011 年
より厚⽣労働省委託事業 (EBM [根拠に基づく医療] 普及推進事業）として継続している
公益社団法⼈⽇本医療機能評価機構による「Minds ガイドラインライブラリ」
(https://minds.jcqhc.or.jp/) が存在している。これは国内で作成された診療ガイドライン
を評価し、さらに評価結果に基づいて選定されたものを同データベースにて広く公開して
いるものであり、質の⾼い診療ガイドラインを検索する際に利⽤価値の⾼いサービスであ
る。 
 従って、標準⽤語集を導⼊することで医療現場でもたらされる利便性向上の⼀例として
「診療ガイドラインを利活⽤が促進される」というストーリーを想定し、具体的にはこの
Minds ガイドラインライブラリを簡便に検索できる仕組みをシミュレーションの対象とす
ることとした。 

しかしながら、国内の電⼦カルテが導⼊されている診療現場では、セキュリティ上の理由
からインターネットを閲覧できるブラウザと電⼦カルテが疎結合となっていて、情報が直
接連携できるケースは少ない。例えば、インターネットを閲覧できるブラウザは、サンド
ボックス内に存在し、カルテ側から情報をブラウザにコピーすることができず、逆側は可
能であるというケースも多い。従って電⼦カルテの情報を直接⾃動的に外部に連携して関
連する情報を提⽰する、ということを実現することは困難であるが、インターネットを閲
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覧できるブラウザに単語をコピーすることでなるべく簡便に必要な情報を得る仕組みの実
装は可能である。 
 
 ここにおいて問題となるのは、検索結果の質の向上である。医療⽤語同⼠のセマンティ
ックな関係が整備された国内の標準⽤語集が領域によっては存在していないため、利⽤者
が意図した通りの検索結果が得られない可能性が⾼く、この解消のために標準⽤語集を積
極的に利⽤する必要があると考えられた。 
 
1-2. 具体例 
 標準⽤語集には、DM と糖尿病が同義語であることが記述されているため、略語であ
る”DM”を利⽤して検索しても、以下のように端的にガイドラインにアクセス可能であ
る。 
 その⼀⽅で、HTと⾼⾎圧が同義語であることは標準⽤語集には記述されていない。そ
うすると、略語である”HT”を利⽤して検索しても、以下のように端的に⾼⾎圧の治療⽅針
に関する情報にアクセスすることができない。 
 このように、標準⽤語集および ICD-11 を初めとしたオントロジー的構造を有するバッ
クボーンが本邦で利⽤され、と結び付けられていることにより、セマンティクスを活⽤し
たきめ細やかな診療知識提供が可能となると考えられる。 
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 上記結果のように、⾼⾎圧のような患者数も多い疾患ですら、利⽤者が意図した通りの
検索結果が得られないことを事例として確認した。 
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1-3. 具体的な活⽤⽅法の検討 
以上のような現状の元、診療ガイドラインを診療中に参照するというユースケースを考え
た際には、⼀例として以下のような実装⽅式が有⼒と考えられた。 
 

• Google検索を活⽤する。 
• 検索ワードを打ち込むと、標準⽤語集案の内部で持っている⽤語概念間の意味的上
下関係、並びに同義語関係などを⽤いて、検索ワードを⾃動で拡張し、以下の⽅式
で検索を⾏う 

o Googleの検索語として、⾃動的に以下に展開して検索する 
「“site:https://minds.jcqhc.or.jp/” “拡張された検索ワードセット”」  

o Google では AND, OR を表現する拡張検索式が⽤意されているため、”(X 
OR Y) Z” のようなクエリが可能である。“拡張された検索ワードセット” 
には標準⽤語集(案)の持つ内部の⽤語概念の意味関係構造を⽤いることで
展開された 

o 先頭の “site:〜” の部分は検索する範囲を限定するオプションである。結
果として MINDSライブラリ内にある関連ガイドラインに限定して検索さ
れる。 

• この MINDSライブラリ活⽤エンジンを、現⾏の MINDSサイトの検索窓に追加す
る。ユーザーは⾃由に検索語を⼊⼒することができるが、内部では検索ワードの⾃
動展開が⾏われ、さらに MINDSライブラリに限定して検索することが可能であ
る。Googleによるインデクシングが⾏われるため、導⼊コストも極めて少ない。 

• 診療現場では、インターネットを閲覧できるブラウザと電⼦カルテが疎結合となっ
ていて、情報が直接連携できるケースは少ない。例えば、インターネットを閲覧で
きるブラウザは、サンドボックス内に存在し、カルテ側から情報をブラウザにコピ
ーすることができず、逆側は可能であるというケースも多い。 

• 従って直接的に連携することは難しいかもしれないが、インターネット検索可能な
ブラウザにて、上記「MINDSライブラリ活⽤エンジン」を開き、そこで検索する
ことで、臨床で必要な知識を効率的に得ることが可能と考えられる。 

• 疾患、薬剤、検査等、それぞれの領域における国内標準⽤語集案では、全てについ
て必ずしも⽤語間の上下関係が付与されている訳ではない。しかし、例えば疾患に
ついては、ICD-11コードと対応づけがなされることによって、⽤語概念間の上下
関係、同義語関係等を⽤いたクエリ展開が可能である。 

 
1-4. まとめ 
 このように、疾患、症状・所⾒、⾝体部位、検査、処⽅、処置、アレルギー等それぞれ
の領域での標準⽤語集案が策定され、これを⽤いることで (1) 同義語や表記ゆれを正規化
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し (2) ⽤語概念体系における上位-下位関係や、関連情報（例：この疾患に関連する処⽅
や処置、処⽅の際に考慮するアレルギー、特定の症状・所⾒と関連し想定される疾患、特
定の疾患の時に症状・所⾒が典型的に発現する部位等）をセマンティック（意味的）な関
係に基づいて抽出し、検索クエリをより豊富な情報へ展開することによって、臨床医の必
要な情報をよりきめ細やかに提⽰することが可能となると考えられる。このようなセマン
ティックな情報が付与され体系的に管理された統制⽤語集を各領域にて整備し、多様な表
現が存在する医学領域での知識検索へ使う利点はここにある。本年度は、⽅式の検討まで
にとどまり、この MINDSライブラリ活⽤エンジンの実装と検証までには⾄らなかった
が、次年度ではこの基本実装と効果の検証を⾏う予定である。 
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